
い,この時点で小木ノ城も廃城となっている。法持寺もこれに相前後して勝見へ移ったもので

あろうか。

このことを踏えて百塚の構築年代を考えてみると,先述した4~6号塚が士塁を切って構築

されていることや,9号塚が曲輪状遺構Ⅳを削り出していることなどから,1~10号塚に関し

ては曲輪状遺構がその機能を停止した後に構築されたもので,その上限は慶長六年以降と考え

られよう。ただし,Ⅱ~40号塚に関しては,

曲輪状遺構と重複しておらず,この推測を

そのままあてはめるわけにはいかない。

2.周辺の塚について

百塚の所在する西山町から寺泊町にかけ

ては,新潟県内においては柏崎市周辺,弥

彦村周辺,長岡市の周辺部,六日町から湯

沢町にかけての地域とともに塚の集中度か

極めて高いところであり(戸根 1979),他

の地域とは様相を異にしている。第Ⅱ図は

島崎川及び別山川の中・上流域の塚の分布

状況であるが,性格・時代・基数に関係な

くその分布傾向を模式的に示したものであ

る。これでわかるように,その多くは曽地・

西山の両丘陵から派生する尾根(先端部・

頂陵部・鞍部)上に構築されており,沖積

地に立地するものは2 ~3例を数えるにす

ぎない。また,集落との関係でその立地を

考えると(第2図参照),集落内に存在する

ものはほとんどなく,集落裏手の尾根上に

多いことがわかる。このことは,新潟県内

の他地域の塚をみても同様な様相を呈して

おり炉根 1979),集落の位置と塚の立地

が密接に結びついていることを示してい

る。ここで中世の文書にみえる当地域の集

落を上げてみると,『続会津風士記』(応永

年)荻(小木)。 r花前文書」(応永十八年)
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第11図周辺の塚分布図
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於木(小木),乙面(乙茂)。『随心院文書』(応永汁'年)於木(小木),稲川,吉水,釜屋(釜谷)。

『苗小路文書』(永享一年)上条(神条,吉川),中条(ト.中条,沢田),下条(龍谷,憾巻)などで,

すでに中世のころよりこの地域の開発が進んでいたことがわかる。これらの集落周辺にはほぼ

例外なく塚及び塚群が存在し,それも集落の出入口や旧街道に沿ったものが多い。これは,塚

の性格のいかんによらず,構築者が塚自体をその後の生活の中で十分に意識して構築した結果

によるものと思われる。
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